
令和元年度大阪府調査の結果について
（子どもの貧困関連項目抜粋）

資料２



１ 調査の概要について
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■調査結果概要について
「大阪府子ども総合計画」の中間見直しにかかる調査の結果より、
子どもの貧困に関連する項目を抜粋し、困窮度によるクロス集計を実施

■調査の手法
インターネット調査

■調査時期
令和元年６月

■対象
①就学前の子どもをもつ保護者
大阪府内 2,100人

②就学後から18歳までの子どもをもつ保護者
大阪府内 1,200人



２－１ 昨年１年間の家計の収支状況

● 就学前、就学後とも赤字家計の世帯は約４分の１で、収入は400～500万円未満の層
が最も多い。等価可処分所得(※)の中央値及び中央値の半分未満の割合は、「就学前２７５
万円・８．９％」、「就学後３２５万円・１１．１％」となっている。
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●就学前
昨年１年間の家計の収支状況 割合(%)

黒字である（貯蓄できている） 44.1 

赤字である
（預貯金のとりくずし・金融機関からの
借入等により支出を賄っている）

23.0 

赤字でもなく黒字でもない 25.0 

わからない 7.9 

●就学後
昨年１年間の家計の収支状況 割合(%)

黒字である（貯蓄できている） 40.0 

赤字である
（預貯金のとりくずし・金融機関からの
借入等により支出を賄っている）

25.3 

赤字でもなく黒字でもない 24.1 

わからない 10.6 

昨年１年間の収入 割合(%)

100万円未満 2.2 

100-200万円未満 3.4 

200-300万円未満 7.0 

300-400万円未満 14.0 

400-500万円未満 17.8 

500-600万円未満 15.6 

600-700万円未満 12.4 

昨年１年間の収入 割合(%)

700-800万円未満 9.0 

800-900万円未満 6.8 

900-1,000万円未満 4.4 

1,000-1,200万円未満 4.0 

1,200-1,500万円未満 1.7 

1,500万円以上 1.7 

昨年１年間の収入 割合(%)

100万円未満 2.9 

100-200万円未満 2.2 

200-300万円未満 4.8 

300-400万円未満 9.0 

400-500万円未満 13.7 

500-600万円未満 13.6 

600-700万円未満 12.7 

昨年１年間の収入 割合(%)

700-800万円未満 11.3 

800-900万円未満 8.7 

900-1,000万円未満 7.9 

1,000-1,200万円未満 6.0 

1,200-1,500万円未満 3.1 

1,500万円以上 4.2 

等価可処分所得(※)の中央値 中央値の半分未満の割合

２７５万円 ８．９％

(※)１人あたりの可処分所得
（世帯の可処分所得÷世帯員数の平方根）

本調査における
「相対的貧困層」と定義

等価可処分所得(※)の中央値 中央値の半分未満の割合

３２５万円 １１．１％

(※)１人あたりの可処分所得
（世帯の可処分所得÷世帯員数の平方根）

本調査における
「相対的貧困層」と定義
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２－２ 半年以内に経済的な理由で経験したこと（就学前）

● 「食費を切りつめた」「生活の見通しがたたなくて不安になったことがある」において、相対
的貧困層とその他の層の差が特に大きくなっている。

●就学前
56.1%

1.6%

3.2%

7.0%

7.0%

5.9%

7.5%

47.6%

13.4%

3.7%

1.6%

26.2%

12.8%

5.9%

36.4%

23.0%

32.1%

2.1%

40.6%

23.0%

31.7%

0.9%

1.4%

2.3%

2.8%

2.3%

2.2%

36.8%

12.7%

2.3%

2.3%

11.2%

8.4%

1.3%

27.5%

16.4%

21.3%

1.2%

25.7%

39.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

食費を切りつめた

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診できなかった

国民健康保険料の支払いが滞ったことがある

国民年金の支払いが滞ったことがある

金融機関などに借金をしたことがある

クレジットカードの利用が停止になったことがある

新しい衣服・靴を買うのを控えた

新聞や雑誌を買うのを控えた

スマートフォンの購入を断念したり、電話などの通信料の支払いが滞ったことがある

冠婚葬祭のつきあいを控えた

生活の見通しがたたなくて不安になったことがある

鉄道やバスの利用を控え、自転車を使ったり歩くようにした

家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことがある

趣味やレジャーの出費を減らした

冷暖房の使用を控えた

友人・知人との外食を控えた

敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した

理髪店・美容院に行く回数を減らした

どれにもあてはまらない

相対的貧困層

その他
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２－３ 半年以内に経済的な理由で経験したこと（就学後）

● 「冷暖房の使用を控えた」 「食費を切りつめた」「新しい衣服・靴を買うのを控えた」におい
て、相対的貧困層とその他の層の差が特に大きくなっている。

●就学後
47.4%

3.8%

3.8%

3.8%

6.8%

9.0%

4.5%

41.4%

18.0%

8.3%

5.3%

23.3%

13.5%

6.8%

33.8%

35.3%

29.3%

3.0%

30.8%

31.6%

27.7%

1.8%

0.8%

1.4%

1.8%

2.7%

1.3%

22.8%

10.6%

2.1%

2.1%

7.5%

6.6%

0.8%

23.6%

14.5%

15.8%

0.6%

14.6%

49.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

食費を切りつめた

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診できなかった

国民健康保険料の支払いが滞ったことがある

国民年金の支払いが滞ったことがある

金融機関などに借金をしたことがある

クレジットカードの利用が停止になったことがある

新しい衣服・靴を買うのを控えた

新聞や雑誌を買うのを控えた

スマートフォンの購入を断念したり、電話などの通信料の支払いが滞ったこ…

冠婚葬祭のつきあいを控えた

生活の見通しがたたなくて不安になったことがある

鉄道やバスの利用を控え、自転車を使ったり歩くようにした

家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことがある

趣味やレジャーの出費を減らした

冷暖房の使用を控えた

友人・知人との外食を控えた

敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した

理髪店・美容院に行く回数を減らした

どれにもあてはまらない

相対的貧困層

その他
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２－４ 過去１年以内に経済的な理由で子どもに対してできなかったこと（就学前）

●「家族旅行やおでかけができなかった」「子どもに新しい服や靴を買うことができなかった」
において、相対的貧困層とその他の層の差が特に大きくなっている。

●就学前

2.7%

11.2%

9.1%

16.0%

17.6%

3.2%

7.0%

4.8%

5.9%

26.7%

54.5%

1.6%

4.5%

3.1%

5.2%

9.2%

1.8%

2.6%

1.6%

1.4%

11.8%

76.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

子どもを医療機関に受診させることができなかった

子どものための本や絵本を買うことができなかった

子どもにおこづかいを渡すことができなかった

子どもに新しい服や靴を買うことができなかった

子どもを習い事に通わすことができなかった

子どもの誕生日をプレゼントを買うことができなかった

子どもにお年玉をあげることができなかった

子どもの保育所（園）、幼稚園などの

通園施設の行事などに参加することができなかった

子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に

参加することができなかった

家族旅行（テーマパークなどの日帰りのおでかけを含む）

ができなかった

どれにもあてはまらない

相対的貧困層

その他
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２－５ 過去１年以内に経済的な理由で子どもに対してできなかったこと（就学後）

●「家族旅行やおでかけができなかった」「子どもを習い事に通わすことができなかった」「子ど
もにおこづかいを渡すことができなかった」において、相対的貧困層とその他の層の差が特に
大きくなっている。

●就学後

3.0%

4.5%

16.5%

15.0%

18.0%

6.8%

9.0%

0.8%

2.3%

25.6%

58.6%

1.9%

2.6%

3.8%

4.7%

5.2%

2.7%

2.2%

2.2%

1.2%

9.4%

78.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

子どもを医療機関に受診させることができなかった

子どものための本や絵本を買うことができなかった

子どもにおこづかいを渡すことができなかった

子どもに新しい服や靴を買うことができなかった

子どもを習い事に通わすことができなかった

子どもの誕生日をプレゼントを買うことができなかった

子どもにお年玉をあげることができなかった

子どもの保育所（園）、幼稚園などの

通園施設の行事などに参加することができなかった

子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に

参加することができなかった

家族旅行（テーマパークなどの日帰りのおでかけを含む）

ができなかった

どれにもあてはまらない

相対的貧困層

その他
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２－６ 子育てについて、日頃どのように感じているか（就学前）

● 全ての項目について大きな差は見られないが、相対的貧困層はその他の層と比べて、
「子どもはうまく育っている」が約１割少なく、「我慢ばかりしている」が約１割多くなっている。

90.4%

89.8%

75.4%

38.5%

79.1%

70.6%

73.3%

60.4%

39.6%

42.2%

31.0%

14.4%

96.1%

91.9%

84.5%

42.0%

88.3%

64.9%

78.0%

54.1%

36.4%

31.7%

26.0%

9.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

子育ては楽しく幸せ

子どもと遊ぶのは面白い

子どもはうまく育っている

子育てに自信がある

子育てによって自分にも成長している

自分の言うことを聞かないのでイライラする

将来うまく育つか心配

子どものことでどうしたらよいかわからなくなる

子どもに八つ当たりしたくなる

我慢ばかりしている

社会から取り残されているような気がする

子どもの存在がわずらわしい

相対的貧困層

その他

●就学前
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２－７ 子育てをしていて困っていること（就学前）

● 相対的貧困層はその他の層に比べ、収入の他に「同年代の子どもと遊ばせるきっかけが
ない」「祖父母と子育ての考え方が違う」「同世代の保護者と話す場がない」の割合が高い。

18.2%

23.5%

19.3%

40.1%

19.8%

8.6%

12.8%

39.6%

18.2%

7.5%

10.7%

12.3%

19.8%

35.3%

29.4%

4.8%

13.1%

15.9%

14.7%

43.5%

21.5%

8.2%

14.9%

44.0%

12.3%

6.0%

8.2%

5.3%

17.4%

39.4%

11.9%

2.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

子どもと一緒に遊びに行ける場所がない

子どもと同年代の子どもと遊ばせるきっかけがない

子どもを安心して預けられる人や場所がない

自分だけの時間がとれない

子どもがきちんと発達しているのかわからない

食事やトイレなど年齢に応じたかかわり方の情報がない

しつけなどのかかわり方がわからない

自分の子育てがこれでいいのか不安がある

同世代の保護者と話す場がない

悩みを聞いてくれたり、相談に乗ってくれる人がいない

パートナーが子育てや家事に協力的でない

祖父母と子育ての考え方が違う

子どもの体調が悪いとき医者にみせるべきなのか悩む

子どもが犯罪に巻き込まれるか不安がある

収入が少なくて、十分な子育てができない

職場で子育てに理解や協力をしてくれる人が少ない

相対的貧困層

その他
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２－８ 子育てについて相談する上で、身近にある（感じられる）存在（就学前）

● 全ての項目において、相対的貧困層はその他の層に比べ、身近にあると感じている割合
が低くなっている。

69.5%

65.2%

33.7%

38.5%

39.0%

42.2%

13.9%

17.1%

21.9%

24.1%

31.6%

18.7%

7.0%

6.4%

14.4%

10.7%

89.6%

70.8%

41.7%

41.4%

52.0%

45.3%

21.1%

21.4%

30.1%

30.5%

37.4%

21.2%

7.2%

6.5%

19.2%

13.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

パートナー（夫または妻）

自分の親

義父母

兄弟姉妹

同じ世代の子どもを持つ親仲間

子どもが生まれる前からの友人

近所の人

職場の同僚や上司

幼稚園

保育所

病院・診療所

保健センター（保健所）

民生委員・児童委員・主任児童委員

子育て支援団体（ＮＰＯ・ボランティアなど）

子育て広場・子育てサロンなど

市役所、町役場、村役場

相対的貧困層

その他

「身近」「やや身近」と
回答した人の割合



10

２－９ これまでに利用したことがあるサービス（就学前）

● ほとんどの項目において、相対的貧困層はその他の層に比べ、利用したことのある割合
が低くなっている。

40.6%

36.9%

16.0%

4.3%

8.6%

7.0%

3.2%

3.2%

3.2%

2.7%

4.3%

1.6%

7.0%

5.9%

2.1%

2.1%

13.9%

6.4%

28.3%

46.0%

44.0%

19.6%

12.7%

18.0%

10.9%

3.9%

1.6%

4.8%

4.0%

7.0%

3.7%

5.3%

6.4%

4.3%

2.7%

16.5%

9.5%

21.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

幼稚園・保育所（園）の園庭開放

子育て広場・子育てサロンなどの親子の交流の場

利用できる子育て支援施設の情報提供

利用できる行政サービスの情報提供

地域の子育て情報誌（子育てマップなど）

保育所（園）や地域の子育て支援拠点での一時保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

病児保育・病後児保育

子育てや仕事との両立支援に関する講座やセミナー

幼稚園・保育所（園）での子育て・教育相談

地域の子育て支援拠点での子育て相談

専門家による子どもの発達相談

家庭訪問による子育て相談

子育てについて同じ悩みをもつ親同士が話し合う場

親としての心構えやあり方を学ぶ親学習の場

小児救急電話相談

犯罪情報のメール配信

いずれも利用していない

相対的貧困層

その他
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２－10 同居している大人の人が子どもと何かをしたり相手をしている時間（就学前）

● 大きな差は見られないが、平日については、相対的貧困層がその他の層に比べ、子ども
と過ごす時間が長い傾向にある。

●平日 ●休日

1.6%

5.9%

7.0%

10.7%

9.6%

11.2%

13.9%

7.5%

3.2%

19.8%

9.6%

3.6%

4.8%

11.0%

16.7%

15.5%

9.3%

9.0%

6.8%

3.4%

15.2%

4.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

15分未満

15～30分未満

30分～1時間未満

1～2時間未満

2～3時間未満

3～4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

わからない

相対的貧困層

その他

1.6%

1.6%

2.7%

5.3%

8.6%

6.4%

12.8%

12.3%

4.3%

34.2%

10.2%

0.8%

1.0%

3.2%

6.0%

9.0%

10.8%

13.4%

11.7%

7.9%

31.5%

4.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

15分未満

15～30分未満

30分～1時間未満

1～2時間未満

2～3時間未満

3～4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

わからない

相対的貧困層

その他
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２－11 平日授業時間以外に勉強をしている時間（塾などを含む）（就学後）

● 相対的貧困層はその他の層と比べ、「まったくしない」「30分未満」の割合が高く、全体の
約半数がこれに該当している。

15.0%

33.8%

21.1%

9.0%

3.8%

2.3%

15.0%

6.9%

26.3%

27.6%

17.9%

6.6%

4.0%

10.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

まったくしない

1～30分未満

30分～1時間未満

1～2時間未満

2～3時間未満

3時間以上

わからない

相対的貧困層

その他
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２－12 毎日朝ご飯を食べるか（就学前・就学後）

● 大きな差は見られないが、就学前・就学後とも、相対的貧困層はその他の層に比べ、「必
ず食べる」「食べることが多い」の割合が低くなっている。

●就学前 ●就学後

71.7%

9.6%

8.6%

5.3%

4.8%

75.6%

12.1%

3.6%

4.6%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

必ず食べる

食べることが多い

食べないことが多い

食べない

わからない

相対的貧困層

その他

72.2%

11.3%

5.3%

3.8%

7.5%

78.5%

11.6%

5.0%

1.3%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

必ず食べる

食べることが多い

食べないことが多い

食べない

わからない

相対的貧困層

その他
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２－13 同居している大人の人と一緒に夜ご飯を食べる頻度（就学前・就学後）

● 大きな差は見られないが、相対的貧困層はその他の層に比べ、「ほとんど毎日」の割合が
高くなっている。

●就学前 ●就学後

81.3%

4.3%

3.7%

0.5%

0.0%

0.5%

0.0%

9.6%

75.2%

5.1%

6.3%

2.7%

0.8%

0.0%

1.2%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

ほとんど毎日

週に4～5回

週に2～3回

週に1回程度

月に1～3回程度

半年に1～3回程度

半年に1回未満

わからない

相対的貧困層

その他

70.7%

6.8%

7.5%

3.0%

2.3%

1.5%

0.0%

8.3%

67.1%

12.6%

10.8%

4.2%

1.2%

0.1%

0.4%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ほとんど毎日

週に4～5回

週に2～3回

週に1回程度

月に1～3回程度

半年に1～3回程度

半年に1回未満

わからない

相対的貧困層

その他


